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月刊 • え<てびあん-立川と語ろろ • 立川に生きよろ 
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真如苑だより 



•ね靜邊夕 

' 立川女子高校山岳部がアラスカ遠征 


もうすつかり、お馴染みになりました。立川女子高校山岳部海外透征隊。 
今回は、かつて植村直巳が14日かけて単独登頂に成功した、アラスカにある 
サンフォード蜂 （4949 メートル）登頂を狙ラ。 

□ツキーの幻の山 • ツインズ、ヒマラヤの未踏峰 • チュ ) レー南東峰。そして… 
どこまでも夢の山を征服し続ける隊具だちと山岳部顧問の高橋涓輝教諭。 


►4 月29日水 ◄ 

子どものための 

Symphony 

多摩メトロポリス祭 

場所：昭和 E 念公園 
時間：10:00〜16:00 
入圃は無料です。 
問合せ：立川霄年会»所 
027-1001 


多摩最大の店舗網 


みなさまの幕らしや 
ニーズに合わせて、 

« 広いサービスに 
つとめています* 

多摩の 7 イ/汐 9 

" 多用胡 

本« Ti » 

a iW 25 ；l ( 代 } 


ローマでのことです•キ 
ャフエのテラスで幾人かの 
日本人奴光 , S が淡笑 L てお 
〇まし；^ ra て•あの有 
辛 n ^' ws •り L い n 本哨れね」 
ゥ？ 口 —マで n ^ BSn は 
どぅもおか I い*おかしい 
けれど•突感アリです . 
川で t 「本場 J の五 M » fi れ 
が典やかです•一:：:如 
矩へお出掛けください • 


•個の努力と和の力の«成 

速 征隊にはいろいろな係がある- 
リーグ I 、ぼ務、記録、資科， ft 
糂 ，褕送 * 一年から ffi み上げてリ 
I ダ— U やはり*一つの«れ’し 
か L . H であれ•係になつたらそ 
の係で瀝にも ft けない n 本一にな 
nt いうのが，4;川女子 ra 校山岳 
部のモット—*一兄あまり大した 
係ではない t ， n われていた • H «i 
係"その- H 象 係の f が A ら講習会 
に行き，餐考«で勉強 •杻晚# き 

絞け•ついにィンタ—ハィで天111. 
wan の ^ KI 一になつ/•• (^ 務係 
も•か . t *. ® 強"隊を守 るただ 人 
の - fi 通 W と L ての力を身に付 H る 
ベく • 縝汽に❶扣でも勉強。 出発 
までに•立派な ^ «係になってい 
るという•食«係は•迫 tt 中•31 
H I8] •利• *!: ，夕、すべて • 遑う 
メニ11 1 をこなせる名シェフにな 
つているといラ•こ•フした、 PI の 
力， W の乃のピ—ク5 T 此界の山 
を ft !: なく兌 c > せるのだろう” 
「今 • fi 分の係で何ができるのか • 
いろいろと^ベた9してとても* 
W しています』と^&山&部リ| 
ダ t の志 If さんと陳 H たちは • 
明るく答ぇてくれた♦また、 R い 
たことに海外 iillh tv は 
&己 A 扭で、何剖かを 
学校から衍りる。隊：2: 
は、ア/ V パイトもさる 
ことながら、就職後 • 

«|1さながら返済してい 
まさに0力の T 夕 
'クにふさわしい* 




•稹み重ねた伝統 

|«:界の资山家と异われた•あの 
技谷川恒夫，<16付成巳の，アラス 
力•ヒマラヤ. ow けば，办校生が 
«頂するに U 無理ではと思うだろ 
う” 1 fflll* は•ょっばど強 M な W 
神力と体幻を恃ち合せた^だと. ts 
mL てしまラ、それが•一 钇蜞*で 
H 愛らしい女子 K 校生がアタック 
すること 5N" 紇て成功"指導に 
来てくれる U の115の t« たちはみ 
な||1诈の山に行ってきた.であれ 
ば，その1«たちに迫いつけばょ 
い"とてつもない夢の RI5 が^は、 
目の荊にある。伝味が成せる技で 
ある* 

• いざ、アタック 

一 C をきわめる"その時にめぐ 
りあえた人は Q 分の入生と出 it え 
たといえないだろうか9それは、 

年 if を«ねて迪り S く入もいれば 
採し絞けているうちに^がつくと 
w ^- も li って li ラことも多いだ 
ろう。人生のうちで •.« 性も阼力 
も、もっともエネルギッシュな時 
と H われる® W 時代に•これだけ 
の可能性に»覼1ょうという败女 
たち** Hns 日の帰 H が楽しみで 

* る* . + 成 4^7 H 19 B、H 

本を出発' 立川夂子商校山 fe 邡第 
六次海外 sfjh ® 山隊6 
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和&8年間粢の^*砂川駅。 

では*伐る4つの«はどのよぅ 
な啪に|«袋したのでIよぅ" l ! f い 
8(:*げてみてください。 

〔4月号の答〕泉町 • 1人 
i 川の入 n は% ft およそ十 rt 万 
町別で一 S 多いのは«± 
ft 町の一八〇五八人ですが|&少 
ないのは S 1 WJ でナント1人 f • I か 
もその拥 W 二•三 km 1 は In 内 2 茶 U 
の&さ•おひまな拆<:でも人 n 密 
义など計 W して A てはいかが？ 




_u 時 5 JCl 2 nw 
づ4時一 4 時 

■御木 根、 « 如 宝 物钪をはじめと 
I て^^ I など盛りだくさんの ft!,S 
がしてござい 
■お 中 L 込み 
は「えくてび 
あ4•コンパ 
- I ォン j (本誌 
を f ® してく 
れた人> 
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b み C ?2办穿孑^コ班3 
fY^Tly.^Qf 々今 WA 班 
ゞ nr そ s » rr/1 班X Y 4> 令® 

こ •莨 r 々枯 


一 sr 4 ?tnv2 


01 c?9々trTIfvrs 

士 cryw 辟、 el !; c 々 or - 笨？ t ? 

?} 士 #?H.!# 


今 M はエミ 
リ丨フロ丨ゲ 

のァ- - サロ 

ン四乎に M 示 
されていた f ^ 
品です”この 
作品「良い子たち JU 、 今から15 
年程闸.*:咖ァジァを^れたのが 
$りかけ n - ttt しそうな•鼻をたら 
した-1-ど1たちが*棵ん坊で、咪 
足なのに*-^ても生き1:きとキラ 
キラ遊んでいたので•その^ H を 
給の中で遊ばせてみたかハた 」 t 
; a うのは • 怍考の佐 III •:： IIL さん U 
七宝では • H 本でも®一 住者の»!« 
* 征典氏の 1 S * 子•ご自分で t 
15入程の弟子をかかえてかれこれ 
25 գ -というから相3なべテランで 
ある • 3瞭本として^外でも出版 
されているぬ垠1おばあちや4ち 
のおひるね4の衣«,神給にもな 
つたことが/)る • ニユーヨークで 

も_城を閒俏、と'子供の沖びや 
かな心のょうな活勛で•とつても 
ft る人の 1 A 待ちに安らざを： g » t て 
くれる* tt 土说きの眛わいが|« 
その Ilf : 界を広げているょうだ" 
近々*チ£されている佐»ヮール 
ドの«示会が梁 I みである办 


東風 


ハツと思わせるょうな英女が卜 
ラックの iefe をして、鮮やかなハ 
ンドル似きで通りすざることがあ 
る.しから A :!^// つたり*とさに 
グンブ方—だったりす^ 一 «' 代 
闲の流行雄で「ヵックィ—ッ！ J 
と叫びたくなる •靴 ' K を' 31 合いに 
出さなくとら*-5<性はつよくなつ 
てどこへでも J 1 出 L てくる . fr い 
時に持—奴 W を L たこ t がある^: 
はご SI ! 坨だと.6!.うが、20乍ばかり 
ffji では fcni が i る 一 s - kr - R !® 
t いえば Afi メ —^-ル止—リでそ 
れ以 tu 身体に®いか.. r と.>£‘ 
せなかった t ので/)るそれがど 
ラであろう*いまや* 子は 
マラゾン Lliw で•この^にはパル 
セロチへ向けてぶが代£になるの 
か阡.®で人もめに ff . めた• V ' #の 
立/ II マラゾンは21キロ強のハーフ 
マラゾンであつたが，5::女 M 時の 
ス卜で*女 tt のトップがゴ丨 
ルしてから「饯唤を fr して IE ? 子 
がぞろぞろと入って 光«があ 
つた。そんな光取が「当り荊」か 
あるいは「逆紜」する n も，そ5 
速くないよラな^がしてくる •知 
的视埸に t 女性大進出で、ある大 
FWW の役 H が•女 ttmfa いを 
总增1なけ n ばならない t こぼ I 
ていた • TV の-一 A — スキヤスダ 
丨は女性 ft 盛りだが、かつてこの 
H 本ではニユースを女性アナが inc 
むと 「. ftisttJ が欠けるからとお 
ろされてしまつたことが* C た. 
今は告のそノガタリである籲荊父 
に ぶ S 诵のえくてびあ4 
♦♦♦♦♦♦{♦♦♦♦♦♦♦ 

:«箏小川«0子”州瑁キ««1穿田供等 

半^ IElL » Iffitt I 01田《+ 

itiTK {KffRlr S - ^ _ 上 ||« 

ス,： V 3 T 264 « l > l - e 專多 II 


1 f え<てびあル第 i 

平成四年五月 I 日発行 
R 行所足くてびあん«集 X * 
US 立川市 5 i •嶙 « r 丨33731! 
«槭ビル 3 F 1 TIM 
零 括 0四二5!. 1 (| 〇〇6 2 
rAX 0四二五 |« 丨* 

W 集人立并鬌介 
発行人泮野 «8r 
enw 所_大廣社 
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漢字|字挿入せょ 

青田と■子は 
褒められぬ 

皿なめた猫が 
□を負う 



"川' rll 内に鉄 ) ft 
の駅がいくつある 
かご存じですか • 
布の^部に JR 
の川駅•沔国立 
駅•西立川駅‘ 41 : 
部に西武鉄迫の玉川 h ホ、^«砂 
川•西武立川の三駅で，全部で六 
つもあります n この中で AA # は 
JK ケ川畎 .»?» 武轶进4番 U の« 
として明治22午に nn 衮 I た"老 
です。^す& - I ューフエイスは2 P 



福祉ま00盛大に行われる 

3 H 22 口 • <33》 
10時から3時 i 
で^4、公1£館に 
て第五一:榀扯士 
つりが tr われ， 

J 会場は朝早くか 
ら I 大勢の人 

たちでに y わつた。主催 a 社 
M 法人* * 川 rn 社会福 M : 協 
进会•ボランティァ活 iil 
推進14进会”食枓品、衣 -fn 
{豕庭垧品などの m 例のバザ| 
もちつき.饿きそば•乎づく 
クッキーなど1:は列ができ*ボラ 
ンティア活觔•%*•年金などの相 
d ! コーナー、申いす•良#犬*^卞 
16 ミリ h 映な r の体块 n I 十—が 
rr わ n た•駅 & n ン n 丨スでは， 
福祉|»|係の®示が，バネル《ボ t 
1 て 16 日から 22 ; 1 :まで湘做された* 


ス 

=ク 

立 


立川 空襲から 47年 

〜 防空* に眠る 42 人、 ffi ぶ集い、 
4 it 5 =: {n >ヶ川市宙 LhL 町叩 
rH の淹/上会 «{: て • 「111中 ihc 
に眠る 42 人をしのぶ%い」が tt わ 
れ/-%昭和 M 4- 年叫 n 四：：： •«+! 
兄町四 r = の山中板の防空 i « にい 
た42人の.—供や£入が歌 » KB 29 
の空埏を受け•その««:にな 
つた•あれから四十ヒ年 Q 
ts ぶ会終了後、そろつて 
防空壕跡1:ある戦災供 tt の 
お地藏さまに•お#-り(:行<» 
た^この集いは今年で四回〇::で 
へ" g グル—プ•「呦のぅた」が^ 
催 L •合咕や 
則立川空 
K の資料 Is . •小 "« 3 
や与時の： S 映 
談などが 一 f 一ら 
れた • 





















































私の傑作選 

峰0マ/ 

沐のアルパムにも守ラ‘. 1 ッ之光る一枚がある 
«れた/と想った c シャターが«い，_ 





M . 





*田亮道さん 
<柴崎町 3 T 目》 

蹙檐善二 n ン F 3 
■空の不思 m 











